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スフィルター、および 2台の高速CCDカメラ (1600 1200画素)から構成される。
視野は 350 260arcsec2 をカバーし、25 frames/秒で 2つの波長の画像を同時に取得す
る。Hのフィルターは透過幅 3 Aのものを採用したため、純粋な彩層画像は得られない
が、同時に取得した連続光画像を差引くことにより H線の積分強度に対応する画像を得
る。露出時間は 0.2 msec程度で、これは大気の揺らぎ (シーイング)の時定数よりも十分
に短い。スペックル像再生処理を施すことにより、回折限界の解像度 ( 0.6 arcsec)を達
成する。画像データは望遠鏡タワー下の観測室に設置する観測制御計算機にて連続的に保











ファーストライト以降に発生した 9回の Xクラスフレア (日本時間の昼のものは 5回)
のうち、4例が観測されている。2011年 9月 6日世界時 22時と、9月 7日世界時 22時に
発生したXクラスフレアにおいて、連続光におけるフレア時の増光が確認された。2012
年 3月 7日の観測データは確認途中であるが、天候不良もあり、連続光での増光は判断が
ついていない。2011年 9月 6日のフレア (図 3)について、RHESSIなど硬X線での撮像分
光観測や SDO/HMIの磁場データとの比較解析を行い、日本天文学会にて発表を行った。
図 3: 2011年 9月 6日のXクラスフレア (左)黒点中央に白色光フレア
(石井貴子 記)
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